
　
道
内
有
数
の
伝
統
校
で
あ
る
北
海
道
札
幌
北
高
校

は
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
と
い
う
従
来
の
目
標
は

そ
の
ま
ま
に
、
探
究
学
習
の
充
実
、
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
の
策
定
な
ど
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い

た
教
育
活
動
へ
と
変
革
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
第

一
歩
と
な
っ
た
の
が
、
２
０
１
６
年
度
、
文
部
科
学
省

の
研
究
指
定
（
＊
１
）
を
受
け
て
行
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
の
授
業
改
善
だ
っ

た
。
１
学
年
主
任
の
中な

か
み
ち道
洋よ

う
ゆ
う友
先
生
は
、
そ
の
実
践
研

究
が
教
師
の
意
識
を
変
化
さ
せ
た
と
振
り
返
る
。

　「Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
は
、
本
校
が

行
っ
て
き
た
教
科
指
導
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

北海道庁立札幌高等女学校とし
て開校。校訓は、「寛容・進取・
良識」。ポートフォリオの活用、
育成を目指す資質・能力の策定な
どにより、指導改善を推進。海外
短期研修など、国際理解教育にも
力を入れている。

設立	 1902（明治 35）年

形態	 全日制・定時制／普通科／共学

生徒数	 １学年約 320人（全日制）

2020年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、旭川医科大、北
海道大、東北大、東京工業大、東京大、一橋大、名古屋大、京都大、
大阪大、札幌医科大などに283人が合格。私立大は、慶應義塾大、
上智大、早稲田大、同志社大、立命館大などに延べ287人が合格。

住所	 〒001-0025　北海道札幌市北区北 25条西 11

電話	 011-736-3191

Web site	 http://www.sapporokita.hokkaido-c.ed.jp
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P R O F I L E

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
必
要
性
へ
の
理
解
が

Ａ
Ｌ
の
実
践
研
究
を
機
に
深
ま
る

探
究
学
習
の
手
法
を
採
り
入
れ
て

教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
、

自
立
し
た
学
習
者
を
育
成

北
海
道
札
幌
北
高
校

探
究
学
習

変革のステップ

• 生徒の学習姿勢が受け身で、自分で学びを設計す
る力に課題があった。加えて、コミュニケーショ
ン能力に不安がある生徒が少なくなかった

背景と課題

実践内容

• 講演会で講師への質問が増えるなど、課題発見力が
高まる。家庭での学習習慣が定着した生徒が増加

•今後は、３年間の教育活動の計画に育成を目指す資
質・能力をひもづけ、各活動のねらいをより明確にする

成果と展望

•「自立した学習者」を１学年の目標に設定　２０２０
年度の１学年では、学年目標を「自立した学習者」
とし、学年集会や学年通信を通じて、「自ら課題
を見つけ」「問いを立て」「課題を解決する」こと
の大切さを生徒に伝え続ける

•探究学習の充実　「総合的な探究の時間」で行う
探究学習では、課題発見力や課題解決力などの育
成を目指し、活動を行う

•道徳教育の推進　対話を重視した道徳教育をス
タート。ＩＣＴを活用して生徒の内面の変容を可
視化することで、成果を生徒と教師の間で共有

＊１　文部科学省「教科等の本質的な学びを踏まえたアクティブ・ラーニングの視点からの学習・指導方法の改善のための実践研究」。

40 Februar y  2021

0-01-J-22045-001 2020 年度VIEW21高校版 2月号 40頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/26
羽崎

色
校
02/04
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P40-43_view21koukou-2g.indd   40 2021/02/04   14:51



く
、
大
学
入
試
改
革
の
動
向
や
近
年
の
各
大
学
の
出

題
傾
向
に
鑑
み
る
と
、
む
し
ろ
、
希
望
進
路
の
実
現

と
い
う
目
標
達
成
の
た
め
に
背
中
を
押
す
も
の
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
実
践
研
究
を
通
じ
て
、
新
学
習
指

導
要
領
で
示
さ
れ
た
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
必
要

性
へ
の
理
解
が
、
学
校
全
体
で
深
ま
り
ま
し
た
」

　
18
年
度
に
は
、
全
教
師
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
、
５
～
６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
出
し
合
っ
た
意
見

を
教
務
部
が
集
約
し
て
、
自
校
で
育
成
を
目
指
す
16
の

資
質
・
能
力
を
策
定
し
た
（
図
１
）。

　「本
校
は
、
こ
こ
数
年
で
教
師
の
顔
触
れ
が
大
き

く
変
わ
り
、
先
輩
教
師
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
よ
き

伝
統
を
次
代
に
継
承
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
状
況
の
中
で
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
本
校
が
大
切
に
し
て
き
た
教
育
観
を
教
師
間
で

再
確
認
す
る
場
に
な
り
ま
し
た
。
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
が
明
確
に
な
っ
た
た
め
、
教
育
活
動
の
新

規
計
画
や
見
直
し
の
際
に
も
、
目
標
の
設
定
や
、
共

有
・
浸
透
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

（
中
道
先
生
）

　
20
年
度
の
１
学
年
で
は
、「
自
立
し
た
学
習
者
」
を

目
標
に
掲
げ
た
。

　「本
校
に
は
、
中
学
校
時
代
ま
で
受
け
身
の
学
習

を
し
て
き
た
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
て
、
自
分
で
学

び
を
設
計
す
る
力
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
目
標

で
掲
げ
た
『
自
立
』
と
は
、『
自
ら
課
題
を
見
つ
け
』

『
問
い
を
立
て
』『
課
題
を
解
決
す
る
』
こ
と
で
あ
り
、

16
の
『
資
質
・
能
力
』
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
」（
中
道
先
生
）

　
学
年
集
会
や
学
年
通
信
で
は
、
例
え
ば
、
学
校
行
事

の
ど
の
場
面
が
自
立
に
つ
な
が
る
の
か
、
取
り
組
む
際

に
は
ど
う
い
っ
た
心
構
え
が
必
要
な
の
か
を
説
明
。
さ

ら
に
、
取
り
組
み
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、

「
行
事
に
没
頭
で
き
た
が
、
こ
ん
な
反
省
点
が
あ
っ
た
」

と
い
っ
た
生
徒
の
声
も
盛
り
込
む
よ
う
に
し
た
。

　
そ
し
て
、
17
年
度
に
中
道
先
生
が
学
年
主
任
を
務
め

た
２
学
年
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
探
究
学
習
を
、
資
質
・

能
力
の
育
成
を
意
識
し
た
活
動
へ
と
進
化
さ
せ
た
。「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
探
究
）
で
行
わ

れ
る
探
究
学
習
は
、
１
学
年
で
は
、
生
徒
が
４
～
６
人

ず
つ
の
班
と
な
り
、
各
班
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
査
研

究
に
取
り
組
み
、
２
月
に
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
う
。

　
20
年
度
は
、
先
輩
の
研
究
を
手
本
に
し
て
も
ら
お
う

と
、
12
月
に
体
育
館
で
行
わ
れ
る
２
年
生
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
会
を
、
１
年
生
に
も
見
学
さ
せ
る
計
画
を
立
て
て

い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
発
表
会
の
２
週
間
前
に
見
学
の
方
法
を
再

検
討
。
２
年
生
の
約
80
班
の
中
か
ら
事
前
に
研
究
内
容

の
質
が
高
い
２
班
に
絞
り
、
体
育
館
で
行
う
そ
の
２
班

の
発
表
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
で
各
教
室
に
同
時

配
信
し
、
１
年
生
は
ス
ク
リ
ー
ン
越
し
に
視
聴
し
た
。

　「生
徒
は
大
き
な
画
面
に
見
入
り
、
発
表
を
集
中

し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
教
室
間
の
移
動
が
な
く
、

振
り
返
り
に
多
く
の
時
間
を
充
て
ら
れ
た
こ
と
は
メ

リ
ッ
ト
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
質
疑

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
発
表
会
の
見
学

振
り
返
り
の
充
実
で
気
づ
き
を
促
す

育成を目指す 16の資質・能力図１

総
務
部

前
田
健
太
朗
　ま
え
だ
・
け
ん
た
ろ
う

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。情
報
科
。

「
経
験
則
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
か
ら
課
題
を
見
つ

け
て
改
善
す
る
」

１
学
年
主
任

中
道
洋
友
　な
か
み
ち
・
よ
う
ゆ
う

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
理
科

（
物
理
）。「
不
思
議
を
探
そ
う
。
始
ま
れ
ば
終
わ
る
、

と
り
あ
え
ず
前
へ
」

進
路
指
導
部

鈴
木
伸
也
　す
ず
き
・
し
ん
や

教
職
歴
18
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。数
学
科
。

「
生
徒
と
と
も
に
日
々
成
長
す
る
」

教
育
相
談
部
、
道
徳
教
育
推
進
教
師

亀
谷
千
代
仁
　か
め
や
・
ち
よ
ひ
と

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
理
科

（
化
学
）。「
ど
こ
の
高
校
生
も
皆
同
じ
。
い
つ
学
び

の
大
切
さ
に
気
づ
く
か
で
、
将
来
は
異
な
る
」

❶［知識及び技能］
の習得

何を理解しているか、
何ができるか

•各教科の知識・技能
•異文化の理解
•多様性の理解
•傾聴する技能
•コミュニケーションの技能
•情報を扱う技能

❷［思考力・判断力・
表現力等］の育成
理解していることを
どう使うか

•論理的・批判的・創造的思考力
•課題を発見・解決する力
•情報を分析・判断する力
•表現する力

❸［学びに向かう力・
人間性等］の涵養
どのように社会・世界

とかかわり、
よりよい人生を送るか

•主体的に実践する力
•自己を理解し管理する力
•他者と協働する力
•社会を多角的に見る力
•責任感
•健康を保持・増進する力

＊学校資料を基に編集部で作成。
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応
答
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、

振
り
返
り
シ
ー
ト
に『
自
分
が
質
問
す
る
と
し
た
ら
』

と
い
う
項
目
を
設
け
、疑
問
点
を
挙
げ
さ
せ
ま
し
た
。

自
分
な
り
に
疑
問
点
を
出
し
、
気
づ
き
を
得
る
と
い

う
体
験
の
積
み
重
ね
が
、『
課
題
発
見
力
』
や
『
問

い
を
立
て
る
力
』に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
中
道
先
生
）

　
そ
う
し
た
生
徒
の
批
判
的
思
考
力
な
ど
を
数
値
で
把

握
す
る
た
め
、「GPS

─A
cadem

ic

」（
＊
２
）
を
年
１

回
実
施
。
学
年
通
信
で
も
思
考
力
の
重
要
性
を
解
説
し
、

生
徒
に
帳
票
を
熟
読
さ
せ
て
い
る
。

　「
生
徒
に
は
、
論
理
的
・
批
判
的
に
物
事
を
捉
え

る
力
が
問
題
発
見
に
つ
な
が
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

20
年
度
の
帳
票
返
却
時
に
は
、
協
働
的
思
考
力
の
大

切
さ
を
実
感
さ
せ
よ
う
と
、
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
た
め
の
ゲ
ー
ム
『
マ
シ
ュ
マ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

（
＊
３
）
を
行
い
ま
し
た
。
思
考
力
の
大
切
さ
を
理

解
す
れ
ば
、
探
究
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
も
高
ま
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
道
先
生
）

　
20
年
度
の
１
学
年
で
は
、
思
考
力
や
協
働
性
の
育
成

の
一
環
と
し
て
道
徳
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

19
年
度
、
亀か

め

谷や

千ち

代よ

仁ひ
と

先
生
を
中
心
に
、
道
徳
の
研

究
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
実
践
の
あ
り
方
を
模
索
。

道
徳
教
育
の
目
的
で
あ
る
道
徳
的
判
断
力
や
心
情
、

実
践
意
欲
・
態
度
を
養
う
た
め
に
は
、
物
事
の
本
質

や
価
値
、
あ
り
方
を
論
理
的
に
明
ら
か
に
す
る
探
究

学
習
の
方
法
が
有
効
と
考
え
、
総
合

探
究
で
行
う
こ
と
に
し
た
。
道
徳
教

育
を
探
究
学
習
に
融
合
さ
せ
る
た
め

に
採
り
入
れ
た
の
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
（
＊
４
）
だ
。

　「
本
校
に
は
、
中
学
校
時
代
に

周
囲
に
遠
慮
し
て
自
分
の
意
見
が

言
え
な
か
っ
た
経
験
が
あ
る
な

ど
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
不
安
を
持
つ
生
徒
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
を
導
入
す
る
こ
と
で

安
心
・
安
全
の
場
を
つ
く
り
、
答

え
が
１
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ
に
つ

い
て
考
え
を
出
し
合
う
活
動
を
通

じ
て
、
自
身
の
思
考
を
深
め
る
と
と
も
に
、
仲
間

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
自
信
を
持
て
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

過
程
で
、
対
話
の
醍
醐
味
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

を
期
待
し
ま
し
た
」（
亀
谷
先
生
）

　
20
年
11
月
に
は
、「
新
渡
戸
稲
造
の
生
涯
を
知
り
、

自
身
の
人
生
観
・
世
界
観
・
価
値
観
を
見
つ
め
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
道
徳
の
学
習
を
行
っ
た
。
事
前
に
新
渡

戸
の
人
生
と
国
際
貢
献
に
つ
い
て
ま
と
め
た
資
料
を
読

み
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

を
替
え
な
が
ら
語
り
合
っ
た
。

　「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
政
治
や
哲
学
な
ど
の
切
り
口

か
ら
話
を
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
生
徒
や
、
考

え
が
他
者
と
違
う
こ
と
に
悩
ん
で
い
た
生
徒
も
、
自

分
の
考
え
を
堂
々
と
発
言
す
る
経
験
に
よ
っ
て
自
信

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
同
じ

学
校
に
通
う
生
徒
で
も
、
考
え
は
多
様
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、

『
人
生
の
意
義
を
学
べ
た
』『
初
め
て
自
分
の
考
え
が

深
ま
り
、
よ
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ

た
』
と
い
っ
た
感
想
が
書
か
れ
て
お
り
、
道
徳
教
育

の
目
的
で
あ
る
内
面
的
資
質
の
変
容
を
実
感
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
」（
亀
谷
先
生
）

　
今
回
の
道
徳
の
学
習
で
は
、
生
徒
の
内
面
の
変
容
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
可
視
化
し
た
。
生
徒
は
、
授
業
前
・

＊２　ベネッセのアセスメントの 1 つで、問題発見・解決に必要な 3 つの思考力 ( 批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力 ) を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的
に測るテスト。　＊３　マシュマロと乾燥パスタを使ってタワーを作るチーム・ビルディングの手法。　＊４　話し合いの手法の 1 つ。参加者が小グループに分かれて話し合っ
た後、指定の時間になったら各グループ 1 人を除いて、新しいグループを構成し、同じテーマで話し合う。 その際、残った 1 人が前のグループで話し合った内容を新たなグ
ループのメンバーと共有する。そうした活動を繰り返し、最後に元のグループに戻って、それぞれが話し合ってきた内容を共有する。 

道徳の学習のワークシート（抜粋）図2

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
で

生
徒
の
内
面
の
質
的
変
容
を
可
視
化

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
導
入
し
た
道
徳
学
習
で

対
話
と
多
様
性
の
大
切
さ
を
知
る

「道徳的心情」「道徳的判断力」「道徳的実践意欲と態度」「自己理解」
「他者理解」の５項目について、授業前（資料を読んだ後）・授業中・
授業後（授業の数日後）に自身が考えたことや感じたことを書き込
んだ。 ＊学校資料を一部改訂・抜粋して掲載。

42 Februar y  2021

0-01-J-22045-001 2020 年度VIEW21高校版 2月号 42頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/26
羽崎

色
校
02/04
引寺

念
校
02/08
引寺 − −/−

− − −/−
−

P40-43_view21koukou-2g.indd   42 2021/02/08   14:00



授
業
中
・
授
業
後
の
各
段
階
に
お
け
る
道
徳
的
心
情
（
自

分
の
気
持
ち
）、
道
徳
的
判
断
力
（
自
分
の
考
え
）
な

ど
を
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
２
）
に
記
入
。
そ
の
テ
キ

ス
ト
を
「
情
報
」
の
授
業
で
、
共
同
研
究
を
し
て
い
る

「Classi
」（
＊
５
）
に
入
力
さ
せ
て
、
タ
グ
ク
ラ
ウ
ド

機
能
（
＊
６
）
で
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
分
析

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
単
語
の
重
要
度
（
文

章
の
特
徴
を
表
す
単
語
）
と
出
現
頻
度
（
単
語
の
使
用

数
）
が
文
字
の
大
き
さ
で
表
さ
れ
た
（
図
３
）。

　
さ
ら
に
、
亀
谷
先
生
が
作
成
す
る
道
徳
教
育
の
補
助

教
材
「
Ｍ
Ｌ
通
信
」
で
、
授
業
前
・
授
業
中
・
授
業
後

に
出
現
し
た
単
語
の
変
化
を
、
生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介
し
た
。
亀
谷
先
生
と
と
も

に
デ
ー
タ
分
析
を
担
当
し
た
、情
報
科
の
前
田
健
太
朗
先

プ
で
レ
ポ
ー
ト
を
見
せ
合
う
相
互
評
価
と
、
各
グ
ル

ー
プ
の
代
表
者
が
ク
ラ
ス
で
発
表
す
る
活
動
を
行

い
、
思
考
力
や
表
現
力
、
協
働
性
の
育
成
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
時
代
の
要

請
に
応
じ
て
活
動
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
形

骸
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
20
年
度
の
１
学
年
が
入
学
し
て
か
ら
約
１
年
が
経
っ

た
。
臨
時
休
業
や
学
校
行
事
の
中
止
な
ど
を
乗
り
越
え

て
、
生
徒
は
大
き
く
成
長
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
20
年

12
月
に
総
合
探
究
で
行
わ
れ
た
外
部
講
師
に
よ
る
職
業

講
話
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
講
座
」
で
は
、
以
前
に

比
べ
て
、
生
徒
か
ら
講
師
へ
の
質
問
数
が
増
え
、
社
会

問
題
に
迫
る
質
問
も
見
ら
れ
た
。
漫
然
と
話
を
聞
く
の

で
は
な
く
、
課
題
意
識
を
持
ち
、
批
判
的
な
視
点
で
講

師
の
話
を
捉
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
質
問
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
る
生
徒

が
多
く
、
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
計
画
的
に
学

習
で
き
た
」「
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
時
に
も
計
画
を

修
正
で
き
た
」
と
い
っ
た
回
答
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

い
う
。

　
今
後
の
課
題
は
、
16
の
資
質
・
能
力
を
３
年
間
の
教

育
活
動
の
計
画
に
落
と
し
込
む
こ
と
だ
。
各
活
動
と
16

の
資
質
・
能
力
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
活
動

の
質
を
高
め
た
い
と
、
中
道
先
生
は
語
る
。

　「
卒
業
ま
で
の
２
年
間
、
教
科
指
導
や
学
校
行
事

な
ど
、生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
場
面
を
16
の
資
質
・

能
力
と
ひ
も
づ
け
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
設
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
例
え
ば
、
道
徳
的
心
情
を
見
る
と
、
授
業
前
で

は
『
感
動
』
が
目
立
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
授
業

中
は
『
徳
』『
貯
蓄
』
な
ど
の
単
語
が
現
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、『
感
動
し
ま
し
た
』
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
記
述
か
ら
、『
徳
の
貯
蓄
が
備
わ
っ
て
こ

そ
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
』『
徳
の
貯

蓄
は
、
目
に
見
え
な
い
が
重
要
で
あ
る
』
な
ど
と
、

自
分
が
考
え
た
こ
と
を
表
す
コ
メ
ン
ト
へ
と
変
容
し

て
い
っ
た
た
め
で
す
。
生
徒
の
考
え
を
言
語
化
し
、

時
系
列
で
記
録
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
習
過
程
に
よ
る

内
面
の
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
、
思
考
の
深
化
や

新
し
い
視
点
の
獲
得
な
ど
、
学
び
の
成
果
が
可
視
化

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
徒
と
教
師
の
間

で
成
果
が
共
有
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な

意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
は
、
長
年
継
続
し
て
き
た
進
路
学
習
の
改
善
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
90
年
代
半
ば
か
ら
続
く
「
Ａ
Ｇ

Ｅ
16
」
は
、
将
来
へ
の
視
野
を
広
げ
て
進
路
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、
進
路
情
報
の
収
集
方
法
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
1
年
生
が
夏
季
休
業
中
に
大
学
・

学
部
・
学
科
調
べ
を
行
い
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
取

り
組
み
だ
。
そ
れ
を
探
究
学
習
の
一
環
に
位
置
づ
け
て

進
化
さ
せ
た
。
進
路
指
導
部
の
鈴
木
伸
也
先
生
は
、
改

善
点
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
個
人
ワ
ー
ク
に
加
え
て
、
４
～
５
人
の
グ
ル
ー

北海道札幌北高校

＊５　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。　
＊６　コンテンツの属性や内容を表すタグ（目印となるキーワード）を集め、一覧表示したもの。

伝
統
的
な
進
路
学
習
に
も

探
究
学
習
の
手
法
を
採
り
入
れ
る

「自己理解」のテキストマイニングの結果図3

授業中は、テーマの「新
渡戸」を除くと「国際」
が、授業後は、「受け
止める」「考え方」「他
者」の重要度や頻度が
増していた。

＊学校資料を一部改
訂して掲載。

授業中

授業後
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